
関
西
鉄
道
７
社
が
連
携
、
年
夏
に
ア
プ
リ
第
１
弾
リ
リ
ー
ス

関
西
の
多
く
の
切
符
購
入
可
能
に

広
域
で
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動
実
現
山
﨑

神
田

関
西
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

Ｅ
Ｃ
で
旅
と
日
常
つ
な
げ
る

「
Ａ
Ｎ
Ａ
　
Ｍ
ａ
ｌ
ｌ
」を
開
店

Ａ
Ｎ
Ａ
　
Ｘ


年
の
国
内
旅
行
者
数
　

見
通
し

コ
ロ
ナ
禍
前
比
９
％
減

Ｊ
Ｔ
Ｂ

発

表

余
っ
た
１
㍄
ま
で

使
え
る
モ
ー
ル
に

詣でる　つかる　頂きます鶴岡観光キャンペーン

３社連携で庄内への誘客促進

駅たびコンシェルジュ

武藤　絵理　氏

新潟

⑨

イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
う
店
内

　
駅
た
び
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

新
潟
は
、
新
潟
県
の
観
光
流

動
の
発
信
や
旅
の
お
手
伝

い
、
ま
た
着
地
と
し
て
、
お

米
や
お
酒
だ
け
で
は
な
い
新

潟
の
魅
力
を
ご
案
内
し
て
い

る
店
舗
で
す
。
最
近
は
３
年

ぶ
り
に
定
期
航
空
便
と
し
て

新
潟
―
台
湾
が
就
航
し
た
こ

と
か
ら
、
外
国
籍
の
方
の
ご

利
用
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
今
秋
、
秋
～
冬
の
庄
内
エ

リ
ア
の
誘
客
促
進
企
画
と
し

て
、
「
詣
で
る 

つ
か
る 

頂

き
ま
す
鶴
岡
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
庄
内
統

括
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ
鶴
岡
ツ

ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ

ー
や
Ａ
Ｎ
Ａ
あ
き
ん

ど
と
連
携
し
た
観
光

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
提

案
が
あ
り
、
庄
内
エ

リ
ア
に
あ
る
自
然
、

温
泉
、
食
な
ど
た
く

さ
ん
の
観
光
資
源
を

伝
え
ら
れ
る
機
会
と

し
て
捉
え
、
参
画
し

ま
し
た
。

　
駅
た
び
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

新
潟
と
し
て
は
、
庄
内
へ
の

観
光
流
動
の
き
っ
か
け
を
作

る
た
め
、
新
潟
―
酒
田
間
を

走
る
「
の
っ
て
た
の
し
い
列

車
『
海
里
』
」
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
美
し
い
笹
川
流
れ

の
様
子
や
車
窓
の
景
色
、
グ

ル
メ
な
ど
を
紹
介
し
、
実
際

に
庄
内
へ
の
列
車
旅
を
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
動
画

を
作
成
し
放
映
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、普
段
は

お
目
に
か
か
れ
な
い
出
羽
三

山
の
山
伏
に
よ
る
ほ
ら
貝
を

使
用
し
た
御
祈
願
や
Ｊ
Ｒ
の

こ
ど
も
制
服
に
よ
る
に
ぎ
や

か
し
な
ど
を
実
施
。ま
た
、客

室
乗
務
員
と
し
て
乗
務
を
続

け
な
が
ら
山
形
県
庄
内
エ
リ

ア
の
Ｐ
Ｒ
活
動
等
を
行
っ
て

い
る「
Ａ
Ｎ
Ａ
　
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｉ
　
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
　
Ａ
ｍ
ｂ

ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｄ
ｏ
ｒ
」と
の
記

念
撮
影
や
温
泉
旅
館
の
皆
さ

ま
に
よ
る
温
泉
地
情
報
の
発

信
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
当

日
に
は
臨
時
列
車
と
し
て
特

急
「
と
き
」
が
上
野
―
新
潟

間
で
運
行
し
、
列
車
到
着
時

に
は
多
く
の
お
客
さ
ま
が
来

店
し
、
イ
ベ
ン
ト
全
体
で
は

約
３
６
０
人
の
お
客
さ
ま
に

ご
来
店
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
今
回
は
３
社
と
連
携
し
た

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

規
模
の
企
画
と
な
り
ま
し

た
。
県
内
外
の
皆
さ
ま
に
庄

内
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
き

っ
か
け
作
り
に
携
わ
れ
た
こ

と
は
、
大
き
な
や
り
が
い
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
観
光
流
動
の
き
っ
か
け

と
な
る
企
画
、イ
ベ
ン
ト
を
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
や
地

域
と
協
力
し
て
創
っ
て
い
き

ま
す
。
　
　
※
月
２
回
掲
載
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関
西
の
鉄
道
会
社
７
社
（
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
　
Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ
、
近
鉄
、
京
阪
、
南
海
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
阪
急
、
阪
神
）
は
２
０
２
２
年

月
８
日
、
関
西
地
域
の
交
通
事
業

者
間
の
連
携
を
前
提
と
し
た
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
共
同
で
構
築
し
、
「
（
仮
称
）

関
西
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
ア
プ
リ
」
を
、

年
夏
ご
ろ
を
め
ど
に
リ
リ
ー
ス
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
。関
西
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
は
、国
内
初
の
鉄
道
事
業
者
連
携
に
よ
る
広
域
型
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
。


年
に
開
催
が
予
定
さ
れ
る
大
阪
・
関
西
万
博
で
の
活
用
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
関

西
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
進
捗

し
ん
ち
ょ
く

や
目
指
す
も
の
な
ど
を
、
鉄
道
７
社
か
ら
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
　
Ｍ

ｅ
ｔ
ｒ
ｏ
都
市
型
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
推
進
本
部
の
山
﨑
康
二
執
行
役
員
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
部
長
と
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
本
部
の
神
田
隆
担
当
部

長
（
戦
略
企
画
・
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
）
に
聞
い
た
。
（
聞
き
手
＝
本
社
・
長
木
利
通
）

山
﨑
部
長
（
左
）
と
神
田
担
当
部
長

　
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
非
航
空
事
業
の
中
核
を
担
う
Ａ

Ｎ
Ａ
　
Ｘ
は
１
月

日
、
「
旅
と
日
常
が
つ
な
が
る
Ｅ

Ｃ
モ
ー
ル
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
新
た
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル「
Ａ
Ｎ
Ａ
　
Ｍ
ａ
ｌ
ｌ
」

（https://anamall.ana.co.jp
）
を
開
店
し
た
。
マ
イ
ル

が
た
ま
る
、
使
え
る
Ｅ
Ｃ
モ
ー
ル
は
国
内
初
で
、
Ａ
Ｎ

Ａ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
Ａ
―
ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
な
ど
同
社
グ
ル
ー

プ
の
五
つ
の
Ｅ
Ｃ
シ
ョ
ッ
プ
を
集
約
し
、
流
通
の
輪
を

大
き
く
で
き
る
取
り
組
み
と
し
て
、
初
年
度
で
は
約
２

倍
の
規
模
を
目
指
す
。

Ｐ
Ｒ
す
る
平
山
部
長
（
右
）

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
１
月

日
、
２

０
２
３
年
の
旅
行
動
向
見
通

し
を
ま
と
め
た
。
国
内
旅
行

者
数
は
前
年
比
８
・
６
％
増

（
２
０
１
９
年
比
８
・
８
％

減
）
の
２
億
６
６
０
０
万
人

と
推
計
し
た
。
１
月

日
か

ら
開
始
さ
れ
た
旅
行
需
要
喚

起
策
「
全
国
旅
行
支
援
」
も

あ
り
、
旅
行
意
欲
は
今
の
と

こ
ろ
高
い
が
、
第
８
波
で
の

感
染
者
数
は
依
然
多
く
、
行

動
制
限
の
要
請
が
な
く
て
も

自
発
的
に
旅
行
を
控
え
る
人

も
一
定
程
度
い
る
と
考
え
ら

れ
、
旅
行
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍

前
を
割
り
込
む
と
見
る
。

　
平
均
消
費
額
は
物
価
上
昇

の
影
響
を
受
け
１
・
５
％
増

の
４
万
３
０
０
円
と
、
２
０

０
０
年
以
降
で
最
高
額
。
国

内
旅
行
消
費
額
は

・
２
％

増
の

兆
７
２
０
０
億
円
と

推
計
し
た
。

　
国
内
旅
行
の
意
欲
が
高
い

層
は
、
引
き
続
き
男
女

代

だ
が
、
シ
ニ
ア
の
旅
行
意
欲

も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　
訪
日
外
国
人
客
数
は
、
４

５
０
・
６
％
増
（
同

・
８

％
減
）
の
２
１
１
０
万
人
と

推
計
。
昨
年

月
の
日
本
へ

の
入
国
規
制
の
緩
和
以
降
、

出
国
に
関
す
る
規
制
緩
和
が

先
行
し
て
い
る
韓
国
、タ
イ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
か
ら
の

訪
日
客
が
増
加
し
、
急
回
復

が
期
待
で
き
る
。
コ
ロ
ナ
禍

前
に
最
も
多
い
割
合
を
占
め

て
い
た
中
国
か
ら
の
訪
日
需

要
は
、
７
月
以
降
に
回
復
が

本
格
化
し
、
急
回
復
す
る
と

想
定
し
て
算
出
し
て
い
る
。

　
海
外
旅
行
者
数
は
１
８
９

・
７
％
増
（

・
６
％
減
）

の
８
４
０
万
人
。

月
の
日

本
入
国
時
の
水
際
対
策
緩
和

に
よ
り
出
入
国
の
手
続
き
は

容
易
に
な
っ
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
証
明
や
陰
性
証
明

が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
海
外
旅
行
の
回
復
は
緩

慢
な
伸
び
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
平
均
消
費
額
は

円
安
と
燃
油
費
高
騰
の
影
響

を
受
け
、
１
・
８
％
増
の


万
４
９
０
０
円
、
海
外
旅
行

消
費
額
は
１
９
５
・
２
％
増

の
２
兆
４
８
０
０
億
円
と
推

計
す
る
。

　
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
航

空
や
旅
行
な
ど
非
日
常
に
加

え
、
日
常
生
活
を
マ
イ
ル
と

結
び
付
け
た
「
マ
イ
ル
で
生

活
で
き
る
世
界
」
の
実
現
に

向
け
、
生
活
シ
ー
ン
に
合
っ

た
マ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
Ａ
Ｎ
Ａ
　
Ｍ
ａ
ｌ
ｌ
は
、

Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
直
営
店

に
加
え
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

か
ら
も
出
店
。
開
店
時
の
第

１
弾
で
は
、

シ
ョ
ッ
プ
が

出
店
し
、
食
品
、
家
電
、
家

具
や
地
域
特
産
品
な
ど
、
多

彩
な
商
品
を
展
開
す
る
。


年
度
中
に
は
１
０
０
シ
ョ
ッ

プ
の
展
開
を
計
画
し
て
い

る
。
Ａ
Ｎ
Ａ
　
Ｍ
ａ
ｌ
ｌ
へ

の
ア
ク
セ
ス
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
マ

イ
レ
ー
ジ
ク
ラ
ブ
や
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
で
き
る
。

　
２
月

日
ま
で
は
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

し
て
、
Ａ
Ｎ
Ａ
　
Ｍ
ａ
ｌ
ｌ

に
新
規
登
録
、
商
品
購
入
額

の
各
条
件
の
達
成
で
最
大
合

計
１
５
０
０
㍄
が
た
ま
る
企

画
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
同
日
に
開
か
れ
た
サ
ー
ビ

ス
発
表
会
で
は
、
同
社
Ｅ
Ｃ

事
業
推
進
部
の
平
山
剛
生
部

長
が
「
Ａ
Ｎ
Ａ
の
モ
ー
ル
を

改
定
し
た
。Ａ
Ｎ
Ａ
の
会
員
、

流
通
基
盤
を
さ
ら
に
生
か

し
、
旅
で
た
め
た
マ
イ
ル
を

生
活
の
場
で
使
え
る
こ
と
を

具
現
化
す
る
」
と
開
店
の
目

的
を
説
明
。
約
３
８
０
０
万

人
い
る
Ａ
Ｎ
Ａ
マ
イ
レ
ー
ジ

ク
ラ
ブ
会
員
、
こ
れ
ま
で
に

約

億
円
の
規
模
を
持
つ
Ａ

Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
直
営
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
の
二
つ
を
独
自
の
勝
機

と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　
顧
客
の
強
み
に
つ
い
て
、

平
山
部
長
は
「
通
常
の
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
の
単
価
は
２
、
３
千

円
だ
が
、
Ａ
Ｎ
Ａ
の
サ
イ
ト

で
は
１
万
円
を
超
え
る
」
と

強
調
。
品
ぞ
ろ
え
の
拡
充
に

よ
り
、
顧
客
の
利
便
性
向
上

や
、
出
展
企
業
の
事
業
成
長

が
望
め
る
場
に
し
て
い
く
。

「
１
㍄
は
１
円
と
し
て
使

え
、
た
ま
っ
た
マ
イ
ル
を
使

い
切
っ
て
ほ
し
い
」
と
使
い

方
を
提
案
し
た
。

　
販
売
戦
略
で
は
、
国
内
を

中
心
に
旅
マ
エ
、
旅
ア
ト
で

の
最
適
化
を
図
り
な
が
ら
、

先
行
す
る
他
社
の
施
策
な
ど

も
試
し
て
い
く
。
ま
た
、
Ａ

Ｎ
Ａ
あ
き
ん
ど
と
の
グ
ル
ー

プ
間
連
携
も
進
め
、
地
域
な

ら
で
は
の
商
品
の
販
売
展
開

も
行
っ
て
い
く
考
え
だ
。

　
出
店
企
業
で
あ
る
成
城
石

井
店
舗
運
営
部
の
星
野
鉄
兵

次
長
は
「
わ
れ
わ
れ
が
提
供

す
る
直
輸
入
の
ワ
イ
ン
や
独

自
の
加
工
食
品
な
ど
、
こ
だ

わ
り
の
食
品
と
Ａ
Ｎ
Ａ
会
員

の
親
和
性
は
高
く
、
利
用
者

に
も
魅
力
が
高
い
モ
ー
ル
」

と
話
し
た
。
ツ
イ
ン
バ
ー
ド

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
の
古
川

泰
之
部
長
代
理
は
「
日
常
と

旅
を
つ
な
げ
る
モ
ー
ル
の
コ

ン
セ
プ
ト
に
共
感
し
た
。
こ

だ
わ
り
の
強
い
価
値
観
を
持

つ
顧
客
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
だ

わ
り
の
強
い
商
品
が
響
く
は

ず
」
と
モ
ー
ル
の
可
能
性
に

期
待
し
た
。

　
―
―
改
め
て
、
関
西
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
と
は
。

　
山
﨑
　
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
は
、
モ

ビ
リ
テ
ィ
・
ア
ズ
・
ア
・
サ
ー
ビ
ス
の
略
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
交
通
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ

な
ぎ
、
一
体
と
な
っ
て
提
供

す
る
こ
と
。
豊
富
な
観
光
資

源
を
有
す
る
関
西
を
広
域
的

に
動
く
に
は
、
１
社
の
サ
ー

ビ
ス
で
は
限
り
が
あ
る
。
ま

ず
、
鉄
道
７
社
が
集
ま
り
関

西
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
協
議
会
を
立
ち

上
げ
た
が
、
参
加
し
や
す
い

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の

も
と
、
条
件
面
な
ど
具
体
的

な
声
掛
け
は
こ
れ
か
ら
だ

が
、
他
の
交
通
事
業
者
も
含

め
た
関
西
広
域
を
シ
ー
ム
レ

ス
に
移
動
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

と
し
た
い
。

　
神
田
　
２
０
１
９
年
に
国

土
交
通
省
が
取
り
ま
と
め
た

「
都
市
と
地
方
の
新
た
な
モ

ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
懇
談

会
」
中
間
取
り
ま
と
め
で
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
の
分
類
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
中
で
、
関
西

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
は
大
都
市
型
に
当

た
る
。
多
く
の
交
通
事
業
者

を
持
つ
関
西
だ
が
、
関
西
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
は
、
こ
れ
ら
の
連
携

を
実
現
す
る
手
段
と
な
る
。


年
に
は
万
博
が
開
か
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
こ
の
７
社
に

よ
る
連
携
が
必
要
と
な
っ
た

こ
と
も
き
っ
か
け
だ
。

　
―
―
関
西
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に
お

け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
。

　
山
﨑
　
当
社
は
も
と
も
と

公
営
だ
っ
た
が
、
鉄
道
７
社

で
は
中
央
の
エ
リ
ア
に
位
置

し
、
あ
ま
り
色
が
付
い
て
い

な
い
中
立
的
な
立
場
を
担
っ

て
い
る
。
協
議
会
で
も
事
務

局
的
な
役
割
を
担
い
、
広
く

つ
な
げ
る
橋
渡
し
役
と
な
れ

た
ら
と
考
え
る
。

　
神
田
　
わ
れ
わ
れ
は
、
関

西
全
体
に
鉄
道
網
を
有
す
る

が
、
大
阪
の
中
心
部
や
京
都

の
趣
深
い
エ
リ
ア
な
ど
で
は

各
社
が
運
行
す
る
。
広
く
浅

い
わ
れ
わ
れ
と
、
奥
深
い
各

社
の
連
携
は
、
広
域
を
範
囲

と
す
る
関
西
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に
お

い
て
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
。

　
―
―
関
西
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
進

捗
に
つ
い
て
。

　
神
田
　

年
夏
に
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
ア
プ
リ
の
リ
リ
ー
ス
第
１

弾
を
発
表
す
る
。
約
１
年
の

構
築
期
間
を
経
て
、
昨
年


月
か
ら
開
発
に
着
手
し
て
い

る
。
今
は
設
計
の
段
階
で
、

春
か
ら
は
実
際
に
作
り
込
み

に
入
る
予
定
だ
。

　
山
﨑
　
本
会
議
体
を
２
週

間
に
１
度
程
度
設
け
て
い
る

が
、
下
部
組
織
に
は
い
く
つ

か
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

立
ち
上
げ
、
各
社
か
ら
メ
ン

バ
ー
を
集
め
た
中
で
設
計
の

話
を
議
論
し
て
い
る
。

　
―
―
実
際
に
ア
プ
リ
で
何

が
で
き
る
の
か
。

　
神
田
　
観
光
情
報
を
見
た

り
、
チ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ア
と
し

て
切
符
が
買
え
た
り
で
き

る
。
そ
こ
に
入
る
商
品
の
詳

細
な
ど
は
検
討
中
だ
。
地
域

に
特
化
し
た
ア
プ
リ
で
あ
る

以
上
、
関
西
エ
リ
ア
の
大
体

の
切
符
が
買
え
る
状
態
に
は

し
た
い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
活

用
な
ど
も
高
度
化
す
る
中
で

模
索
し
て
い
く
。

　
山
﨑
　
各
個
社
で
も
ア
プ

リ
を
リ
リ
ー
ス
し
て
お
り
、

初
め
か
ら
全
て
同
じ
形
と
し

て
そ
ろ
え
る
の
は
難
し
い
。

第
１
弾
で
は
基
本
的
な
サ
ー

ビ
ス
か
ら
立
ち
上
げ
、
以
後

は
機
能
を
追
加
す
る
な
ど
、

段
階
的
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
て
い
く
。
万
博
は

年

４
月
か
ら
で
あ
り
、
ま
ず
そ

こ
を
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
し

て
い
る
。

　
―
―
各
地
域
と
の
連
携
や

情
報
掲
載
に
つ
い
て
。

　
山
﨑
　
地
域
と
の
連
携
や

観
光
情
報
の
提
供
方
法
の
具

体
化
は
こ
れ
か
ら
。
情
報
発

信
は
各
個
社
の
ア
プ
リ
内
で

も
行
わ
れ
て
お
り
、
重
複
を

避
け
て
シ
ー
ム
レ
ス
に
遷
移

し
て
確
認
で
き
る
な
ど
情
報

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
。

　
神
田
　
今
後
、
各
地
域
で

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
で
き
て
い

く
と
思
う
が
、
こ
れ
ら
が
互

い
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う

な
こ
と
を
将
来
の
発
展
に
向

け
て
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
捉

え
て
い
る
。

　
―
―
関
西
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
全
体

で
の
課
題
に
つ
い
て
。

　
神
田
　
解
決
す
べ
き
課
題

は
ま
だ
多
い
。
国
内
で
は
少

な
く
と
も
、
複
数
の
鉄
道
事

業
者
が
協
議
会
を
作
り
、
一

つ
の
ア
プ
リ
を
一
か
ら
作
る

と
い
う
例
は
な
い
。
こ
の
３

年
半
に
は
会
議
体
を

回
以

上
行
う
も
、
未
知
の
課
題
が

次
々
と
起
こ
っ
て
く
る
。
今

で
は
構
想
を
打
ち
出
し
、
周

囲
か
ら
の
期
待
の
声
も
大
き

い
。
多
く
の
力
を
借
り
な
が

ら
、
皆
が
前
に
進
む
と
い
う

決
意
の
も
と
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
―
―
関
西
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
会

社
内
で
の
位
置
付
け
は
。

　
神
田
　
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
は
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
と
交
通
の
在

り
方
を
一
緒
に
考
え
る
ツ
ー

ル
。
将
来
に
向
け
て
も
重
要

な
施
策
だ
。
エ
リ
ア
の
特
性

に
合
っ
た
形
を
目
指
し
、
多

く
の
地
域
、
関
係
者
と
検
討

し
て
い
る
。
当
社
で
は
、

「
顧
客
接
点
の
デ
ジ
タ
ル

化
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
。

購
買
は
リ
ア
ル
か
ら
デ
ジ
タ

ル
に
移
っ
て
い
る
。
世
の
中

と
共
に
会
社
の
あ
り
よ
う
も

変
わ
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。

　
山
﨑
　
都
市
型
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

構
想
「
ｅ
　
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
」

を
立
ち
上
げ
、
移
動
の
目
的

と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
交
通
と

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
新
し
い

価
値
を
創
出
し
、
大
阪
の
ま

ち
づ
く
り
の
貢
献
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
検
索
や
予
約
は

デ
ジ
タ
ル
で
対
応
で
き
て

も
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
環
境

が
未
整
備
だ
と
、
本
当
の
シ

ー
ム
レ
ス
と
は
言
え
な
い
。

社
外
と
の
連
携
も
不
可
欠

で
、
本
当
の
意
味
で
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
が

る
も
の
が
関
西
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
で

あ
り
、
重
要
な
施
策
だ
。

　
―
―
ア
プ
リ
の
万
博
開
始

後
の
展
開
に
つ
い
て
。

　
神
田
　
万
博
の
前
段
階
で

は
、
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
や
来

場
者
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
が
始
ま
る
。
関
西
で
最

も
利
用
さ
れ
る
ア
プ
リ
を
目

指
す
中
、
万
博
の
サ
ー
ビ
ス

と
は
連
携
を
深
め
、
サ
ー
ビ

ス
イ
ン
を
実
現
し
て
い
く
。

　
山
﨑
　
万
博
後
の
姿
は
こ

れ
か
ら
描
い
て
い
く
。
関
西

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に
お
い
て
万
博
は

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
レ
ガ
シ

ー
と
し
て
続
く
も
の
だ
。

　
―
―
最
後
に
。

　
山
﨑
　
関
西
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
推

進
連
絡
協
議
会
で
は
、
観
光

団
体
や
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な

ど
他
の
交
通
関
係
の
事
業

者
、
自
治
体
が
集
ま
る
中
、

関
西
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
方
向
性
や

ア
プ
リ
の
立
ち
上
げ
を
宣
言

し
た
。
良
い
意
味
で
逃
げ
ら

れ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
た
と

い
う
覚
悟
と
熱
い
思
い
が
湧

い
て
い
る
。
ま
た
、
万
博
は

公
営
時
代
か
ら
強
く
取
り
組

ん
で
き
た
。
会
場
に
直
接
つ

な
が
る
唯
一
の
鉄
道
機
関
で

あ
り
、
投
資
も
し
て
き
た
。

当
社
だ
け
で
な
く
、
関
西
の

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

も
の
だ
と
確
信
し
て
い
る
。

　
神
田
　
各
社
の
戦
略
が
違

う
中
で
、
い
か
に
共
に
進
む

か
を
見
い
だ
し
て
き
た
３
年

間
だ
っ
た
。
用
語
や
言
い
回

し
が
違
う
こ
と
に
気
付
き
、

ま
た
共
通
化
を
図
っ
て
き

た
。
今
後
は
関
係
す
る
皆
さ

ま
と
の
連
携
が
重
要
に
な

る
。
ぜ
ひ
関
西
、
万
博
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
も
協
力
し

て
ほ
し
い
し
、
ア
プ
リ
の
発

表
を
期
待
し
て
ほ
し
い
。


